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にしている。第 6 章では、第 5 章で報告した音響分析結果を確認するために行った合成音声による知覚調査の概要、
過程、及び結果について述べる。合成音声についての知覚実験の結果、怒り、悲しみ、不安と驚きの韻律特徴の違い
を明らかにする。すなわち、基本感情の表現が発話全体のピッチの特徴によって表されるのに対し、これらのニュア
ンスが句末のモーラとピークのモーラのピッチレベルにより実現されることを実証的に明らかにしている。また、異
なる言語の話者は、同じ韻律特徴の変化について異なる解釈を示す場合があることに注目する。第 7 章では、本研究
を総括し、今後の方向性とその意義について述べる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、日本語音声の、より自然な発話資料を基にして、感情情報が聞き手の側にどう伝わるものであるかとい
う点に注目して行われた先進的研究の過程とその成果についてまとめたものである。この研究の大きな特徴は、音声
資料提供者の多大な協力によって、通常ではとても得られないような良質の自然発話音声を多量に入手し、比類のな
いデータの分析により成り立っていることである。また、感情情報表出資料の音響分析と、その一部を用いて綴密で
段階的な合成音声を作成し、日本語母語話者と非母語話者による受容の仕方の異同を検証することにより、「感情情
報とは、絶対的なものとして存在するのではなく、聞き手の側にどう受け止められるかによる側面もある」という興
味深い知見を具体的に導き出している点に独自性が認められる。従来、イントネーションの、とくに感情に関わる側
面については普遍性があると言われてきたが、本研究は、この点に新たな一石を投じたとも言えよう。このことは、
音声言語のうち、とくにイントネーションに関わるコミュニケーションの実態解明に貢献する可能性を包含している
ものと考えられる。
ただし、本論文に課題が残されなかったわけではない。本研究の愁眉ともいえる自然発話による音声資料の活かし
方としては、探索的研究手法により、さらに詳細に扱うことも考えられたであろうし、非母語話者によるイントネー
ションの認、識に関わる考察についても他の方向性も考えられようが、かといって、それが本論文の基本的価値を損な
うわけではない。
よって、本論文は、申請者に博士(文学)の学位を授与するに相応しい価値を十分に有するものであると認定する。
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